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序
論 

 
法

然

が

浄

土

宗

相

承

の

祖

師

と

定

め

た

浄

土

五

祖

の

初

祖

で

親

鸞

が

定

め

た

七

高

僧

で

あ

る

曇

鸞

は

、
『

無

量

寿

経

優

婆

提

舎

願

生
偈

註
』
（
以

下

『
往

生
論

註

』
と

略

す
）

を
記

し
た

。
こ

れ

は
天

親

撰
述

の
『

無

量
寿

経
優

婆

提

舎
願

生
偈

』
（

以

下
『

浄
土

論

』

と
略

す
）

の

注
釈

書

で
あ

る
。

曇

鸞
の

往
生

観

に

つ
い

て
は

、

様
々

な

研
究

が
既

に

存
在

し
、

そ

の

解
釈

も
多

様

で
は

あ

る
が

、
私

は
曇

鸞
が

往

生
対

象

と
し

て
い

る

人
物

が
ど

の

よ

う
な

人
物

な

の
か

、

又
、

往
生

可

能
範

囲
の

行

動

は
ど

の
よ

う

な
行

動

な
の

か
を

詳
し

く
み

る

た
め

に
、
私

は
、『

浄
土

論
』
に

示
さ

れ
た

五
念

門

と
い

う

行
と
『
大

無
量

寿

経
』
第
十

八
願

か
ら

汲

み
取

れ

る
十

念
と

い
う

行
に

は

往
生

す

る
際

ど
の

よ

う
な

役
割

が

あ

る
の

か
、

五

念
門

に

つ
い

て
十

分

に
検

討
し

、

合

わ
せ

て
十

念

に
つ

い

て
詳

細
な

記
述

が
あ

る

八
番

問

答
を

参
考

に

曇
鸞

の
往

生

観

を
み

て
い

き

た
い

と

思
う

。
又

、

曇
鸞

が
生

き

た

歴
史

的
背

景

と
往

生

観
の

関
連

性
及

び
そ

の

往
生

対

象
に

つ
い

て

も
注

目
し

た

い

。
本

論

に
入

る

前
に

、
前
述

に
あ

げ

た
二

つ

の
行

に
つ

い
て

補

足
し

て

お
く
。「

五

念
門

」
と
は
、
「

若
善

男

子
・
善

女
人

、
修

五

念
門

行
成

就

、
畢

竟
得

生

安
楽

国
土

、
見
彼

阿

弥
陀

仏

。
何

等

五
念

門
。
一

者
、
礼

拝

門
。
二
者

、
讃
嘆

門

。
三

者
、
作

願
門

。
四
者

、
観

察
門

、
五

者

、
廻

向

門
。
」
１

に

示
さ

れ

る
往

生
行

で

あ
る

。
又

、「

十

念
」
と
は

、

「
設

我
得

仏

、
十
方

衆

生

、
至

心
信

楽

、
欲
生

我

国

、
乃

至
十

念

。
若
不

生

者

、
不

取
正

覚

。
唯
除

五
逆

誹
謗

正

法

。
」
２

に
示

さ
れ

る
よ

う
に

、
『
大

無
量

寿

経

』
第

十
八

願

及
び
『

観

無
量

寿
経

』
下

下
品

の
文

を

引
用

し
た

も

の
で

あ

る
。
臨

終
の

際

、
五

逆
・
十
悪

を
犯

し
た

者

で
も

称

名
念

仏
や

、

心
の

中
及

び

頭

の
中

で
阿

弥

陀
仏

を

思
い

浮
か

べ

る
憶

念
を

行

う

こ
と

で
浄

土

に
往

生

で
き

る
と

い
う

意
味

が

十
念

に

は
込

め
ら

れ

て
い

る
。

五

念

門
も

十
念

も

往
生

す

る
際

に
必

要

な
行

と
し

て

曇

鸞
は

捉
え

て

い
る

が

、
私

は
浄

土
に

往
生

し

た
い

と

願
う

人
は

上

品
か

ら
下

品

ま

で
存

在
す

る

為
、

行

の
対

象
が

曖

昧
で

あ
る

と

感

じ
た

。
又

、

前
述

の

通
り

十
念
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は
『

浄
土

論

』
で

は

な
く
、
『

大
無

量

寿
経

』
第

十
八

願
か

ら

の
引

用

で
、
『

往

生
論

註

』
に

は
そ

の
詳

細
が

示

さ
れ

て

い
な

い
為

、

曇
鸞

が
十

念

と
い

う

行
を

も
っ

て

何
を

伝
え

た

か

っ
た

の
か

が

不
明

瞭

で
あ

る
と

感

じ
た

。
十

念

の

役
割

を
明

確

に
し

、

同
時

に
五

念
門

と
十

念

の
関

係

に
つ

い
て

往

生
対

象
や

念

の

相
続

な
ど

の

共
通

点

を
見

つ
け

、

考
察

し
て

い

き

た
い

と
思

う

。
又

、

五
念

門
と

十
念

の
関

係

性
を

明

確
に

す
る

為

に
、

ま
ず

は

独

立
し

た
そ

れ

ぞ
れ

の

特
徴

に
つ

い

て
ま

と
め

た

後

、
曇

鸞
の

主

著
で

あ

る
『

往
生

論
註

』
の

八

番
問

答

よ
り

、
五

念

門
と

十
念

の

関

係
性

及
び

曇

鸞
の

十

念
解

釈
、

そ

の
往

生
観

に

つ

い
て

も
考

察

し
て

い

き
た

い
。 

   

本
論 

第
一

章 

五

念
門 

第
一

節 

五

念
門

と

十
念 

 

『

往
生

論

註
』

に

示
さ

れ
る

五

念
門

と
い

う

行

は
浄

土
に

往

生
す

る

際
ど

の
よ

う

な
役

割
を

果

た

し
て

い
る

の

か
一

つ

ず
つ

み
て

い
く

。
ま

ず
『
浄

土

論

』
は

、
願

生
偈

と
長

行

の
二

部
構

成
で

、
願

生
偈

の

冒
頭

に
は
「

世

尊
我

一

心

、
帰
命

尽

十
方

無
碍

光

如
来

、

願
生

安
楽

国

」
と

示

さ
れ

て
お

り

、
こ

こ
か

ら

釈

尊
の

教
え

に

従
っ

て

阿
弥

陀
仏

の

浄
土

に
生

ま

れ

た
い

と
思

う

天
親

の

気
持

ち
が

伺
え

る
。

そ

れ
を

う

け
て
、
「

若
善

男

子
・

善
女

人
、

修
五

念

門
行

成

就
、

畢
竟

得

生
安

楽
国

土

、

見
彼

阿
弥

陀

仏
。

何

等
五

念
門

。

一
者
、

礼

拝
門
。

二

者
、
讃

嘆

門
。
三

者
、

作
願

門
。
四

者
、

観
察

門
。

五
者
、

廻

向
門

。
」
３

と
示

さ
れ

て
い

る

よ
う

に

五
念

門
と
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は
浄

土
往

生

の
行

で

あ
り

、
上

の

三
門

で
あ

る

礼

拝
門

・
讃

嘆

門
・

作

願
門

と
下

の

二
門

で
あ

る

観

察
門

・
回

向

門
の

五

つ
の

行
で

構
成

さ
れ

て

い
る

。『

往
生

論
註

』
巻

上

に
「

歸
命

盡
十

方
无

碍

光
如

來

者
、
歸
命

即
是

礼

拝
門

」
「

歸

命
必

是
礼

拝

門
」
４

と
示

さ

れ

て

い

る

よ

う

に

、

礼

拝

門

は

身

に

阿

弥

陀

仏

を

礼

拝

す

る

こ

と
５

で

あ

り

、

同

じ

く

讃

嘆

門

は

「

盡

十

方

无

碍

如

來

即

是

讃

嘆

門

」

「
彼

如
來

光

明
智

相

讃
嘆

。
故

知
。
此
句

是

讃
嘆

門
。
」
６

と

示
さ

れ
て

い

る
よ

う
に

、
讃

嘆

門
は

十

方
衆

生
の

無

明
の

闇

を
取

り
除

き
、

十
方

世

界
を

照

ら
す

光
明

と

名
号

の
い

わ

れ

を
信

じ
、

そ

の
修

行

は
二

知
・

三

信
の

如
実

修

行

に
限

ら
れ

、

口
に

仏

名
を

称
え

て
阿

弥
陀

仏

の
功

徳

を
讃

え
る

こ

と
７

を
意
味

す

る

。
又

、
五

念

門
は

、 

 
 

偈
中

分

爲
五

念

門
。

如
下

長

行
所

釋
。

第

一

行
四

句
相

含

有
三

念

門
。

上
三

句

是
礼

拜
、

讃

嘆

門
。

下
一

句

是
作

願

門
。

第
二 

 
 

行
論

主

自
述

我

依
佛

經
造

論

興
佛

敎
相

應

所

服
有

宗
。

何

故
云

、

此
爲

成
優

波

提
舎

名
故

。

亦

是
成

上
三

門

起
下

二

門
。

所
以 

 
 

次
之

説

從
。

第

三
行

盡
廿

一

行
是

觀
察

門

。

末
後

一
行

是

廻
向

門

。
分

偈
章

門

竟
。
８ 

と
示

さ
れ

る

よ
う

に
『

往

生
論

註
』
の
偈

文

に
該

当
す

る
。
『
往

生
論

註
』
は

巻
上

に
お

い

て
願

生
偈

の
部

分
の

注

釈
を

、
ま

た

巻
下

に
お

い
て

長

行
の

注

釈
が

記
さ

れ

て
い

る
。
長

行

の
冒

頭
に

示

さ
れ

て

い
た
「
尽

十
方

無

礙
光

如

來

」
が

讃
嘆

門

を
指

す
こ

と

は
『

往

生
論

註

』
に
お

い
て

は

明
ら

か
で

あ

る

。
そ

し

て

三
つ

目
の
「

願

生
安

樂

國
者

、
此

一
句

是
作

願

門
。
」
９

と
示

さ

れ
て

い
る

よ

う
に

、

作
願

門
は

一

心
に

専

ら
阿

弥
陀

仏

の
浄

土
に

生

ま

れ
た

い
と

願

う
こ

と
１
０

を
意

味
し

、
四
つ

目
の

観

察

門
は

阿
弥

陀

仏
や

菩

薩
の

姿
、

浄
土

の
荘

厳

を
思

い

浮
か

べ
る

こ

と
を

意
味

す

る

。
又

、
観

察

と
は

表

面
的

な
理

解

で
は

な
く

、

そ

の
奥

に
あ

る

本
質

を

み
る

智
慧

の
は

た
ら

き

が
あ

る

と
考

え
ら

れ

て
い

る
た

め

、

観
察

門
は

智

業
と

呼

ば
れ

て
い

る

。
そ

し
て

最

後

の
回

向
門

は

「
廻

向

者
廻

己
功

徳
普

施
衆

生

、
共

見
阿

彌

陀
如

來
、
生

安
樂

國
。
」
１
１

と
示

さ
れ

て

い
る

よ

う
に

、
自

身

の
功

徳
を

あ

ら

ゆ
る

衆
生

に

振
り

ま

い
て

共
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に
浄

土
に

往

生
し

た

い
と

願
う

こ

と
１
２

を
意
味

す

る

。
衆

生
は

以

上
の

五

つ
の

行
、
五

念
門

を
修

め

る

こ
と

に
よ

っ

て
初

め

て
功

徳

を
成

就
さ

せ

る
こ

と

が
可

能
に

な

る
。

五
念

門

と

い
う

行
を

修

め
る

対

象
に

つ
い

て

は
、

明
確

に

示

さ
れ

て
い

る

箇
所

は

な
い

が
、

次
に

示
す

十

念
と

い

う
行

は
、
『
往

生

論
註

』
巻

下
で

、 

 
 

問
曰

、

上
言

知

生
無

生
、

当

是
上

品
生

者

。

若
下

下
品

人

、
乗

十

念
往

生
、

豈

非
取

実
生

耶

。

但
取

実
生

、

即
堕

二

執
。

一
恐 

 
 

不
得

往

生
。

二

恐
更

生
生

惑

。
答

。
譬

如

浄

摩
尼

珠
、

置

之
濁

水

、
水

即
清

浄

。
若

人
雖

有

无

量
生

死
罪

濁

、
聞

彼

阿
彌

陀
如 

 
 

來
至

極

无
生

清

浄
寶

珠
名

号

、
投

之
濁

心

、

念
念

之
中

罪

滅
心

浄

、
即

得
往

生

。
又

是
如

浄

摩

尼
珠

以
玄

黃

幣
褁

投

之
於

水
、 

 
 

水
即

玄

黃
一

如

物
色

。
彼

清

浄
佛

土
有

阿

彌

陀
如

來
无

上

寶
珠

。

以
无

量
莊

嚴

功
徳

成
就

帛

褁

投
之

於
所

往

生
者

心

水
、

豈
不 

 
 

能
轉

生

見
爲

无

生
智

乎

。
又

如
氷

上

燃
火

、
火
猛

即
氷

解

、
氷
解

即
火

滅

。
彼

下

品
人

、
雖
不

知
法

性
無

生

、
但
以

称
仏

名

力
、 

 
 

作
往

生

意
、

願

生
彼

土
、

彼

土
是

無
生

界

、

見
生

之
火

自

然
而

滅

。
１
３ 

と
示

さ
れ

て

い
る

と

こ
ろ

か
ら

、

下
品

が
修

め

る

べ
き

行
で

は

な
い

か

と
い

う
こ

と

が
漠

然
と

読

み

取
る

こ
と

が

で
き

る

よ
う

に
思

う
。

し
か

し

、
真

名

子
晃

征
氏

が

「
上

品
生

・

下

品
生

と
い

う

二
種

の

願
生

者
に

そ

れ
ぞ

れ
異

な

っ

た
往

生
行

を

配
当

す

る
明

確
な

記

述

は

見

出

せ

な

い
。
」
１
４

と

示

し

て

い

る

よ

う

に

、

絶

対

的

に

下

品

が

修
め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

行

と

規

定

さ

れ

て

い

る

わ
け

で

は
な

い
。

そ

の
事

を

前
提

に
十

念

と
い

う
行

に

つ

い
て

以
下

考

察
す

る
。
『
大

無

量
寿

経

』
第

十
八

願
に

「
説

我

得
仏

、

十
方

衆
生

、

至
心

信
楽

、

欲
生

我

国
、

乃
至

十

念
。

若
不

生

者

、
不

取
正

覚

、
唯

除

五
逆

、
誹

謗

正
法

。
」

と
示

さ
れ

て
お

り
、
『

往
生

論
註

』

下

巻
に

こ
の

第

十
八

願

を
引

用
し

て
「
仏

願
力

故

十

念
念

仏
即

得

往
生

」
１
５

と
あ

る
こ

と

か
ら

十
念

も

五

念
門

同
様

に

衆
生

が

修
め

る

べ
き

行
、

往

生
の

因

と
し

て
挙

げ

ら
れ

て
い

る

。

又
、
『
観

無
量

寿

経
』

に
、 
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下
下

品

生
者

或

有
衆

生
、

作

不
善

業
五

逆

十

悪
、

具
諸

不

善
。

如

此
愚

人
、

悪

業
故

応
堕

悪

道

経
歴

多
劫

受

苦
無

窮

。
如

此
愚 

 
 

人
、

臨

命
終

時

、
遇

善
知

識

種
種

安
慰

、

為

説
妙

法
、

教

令
念

仏

。
彼

人
、

苦

逼
不

暇
念

仏

。

善
友

告
言

、

汝
若

不

能
念

者
応 

 
 

称
無

量

寿
仏

。

如
是

至
心

令

声
不

絶
、

具

足

十
念

称
南

無

無
量

寿

仏
。
１
６ 

と
示

さ
れ

て

い
る

よ

う
に

十
念

に

称
名

念
仏

の

意

が
込

め
ら

れ

て
い

る

の
か

そ
れ

と

も
憶

念
の

意

の

み
な

の
か

で

様
々

な

意
見

が
見

受
け

ら
れ

る

。
ま
ず

、
十

念
と

い
う

そ

の
言

葉

通

り
十

回
観

想

を
行

う

こ
と

と
い

う

意
味

が
十

念

に

は
あ

る
が

、『
往

生

論
註

』
中

に

示
さ

れ
る

十

念
に

つ

い
て

の
陳

述

か
ら

曇
鸞

が

考

え
る

十
念

は

少
な

く

と
も

そ
の

よ

う
な

回
数

に

限

り
の

あ
る

念

仏
を

指

し
て

い
る

と
は

考
え

に

く
い

。

後
に

八
番

問

答
の

第
七

問

答

内
で

も
そ

の

よ
う

に

考
え

ら
れ

る

理
由

が
示

さ

れ

て
い

る
が

、

先
に

補

足
し

て
お

く
と

十
念

＝

十
声

つ

ま
り

十
念

と

は
十

回
称

名

念

仏
を

す
る

こ

と
で

あ

る
と

結
論

づ

け
た

の
は

、

曇

鸞
と

同
じ

く

七
高

僧

の
第

五
祖

で
あ

る
善

導

大
師

で

あ
る

。
も

し

そ
れ

以
前

に

曇

鸞
が

十
念

が

称
名

念

仏
で

あ
る

こ

と
を

明
確

に

指

摘
し

て
い

た

な
ら

、

恐
ら

く
善

導
の

称
名

念

仏
は

台

頭
し

て
い

な

か
っ

た
だ

ろ

う

。
曇

鸞
は

臨

終
間

際

に
実

際
に

十

回
念

仏
を

唱

え

る
の

は
難

し

い
こ

と

で
あ

る
か

ら
、

十
回

心

の
中

で

念
仏

を
唱

え

る
こ

と
、

つ

ま

り
憶

念
が

大

切
で

あ

る
と

結
論

づ

け
た

と
考

え

ら

れ
る

。
実

際

、
数

々

の
曇

鸞
の

十
念

解
釈

の

先
行

研

究
で

も
曇

鸞

の
十

念
に

憶

念

の
意

が
含

ま

れ
て

い

る
点

に
つ

い

て
異

論
は

な

い

。
こ

こ
か

ら

実
際

に

行
為

に
移

す
と

い
う

よ

り
か

は

寧
ろ

行
為

に

反
映

さ
せ

た

い

と
思

う
心

が

大
切

で

あ
る

と
読

み

取
れ

る
。

こ

れ

ま
で

の
五

念

門
と

十

念
を

詳
し

く
み

て
き

て

ど
ち

ら

の
行

も
往

生

の
因

と
し

て

重

要
で

あ
る

こ

と
は

理

解
で

き
た

が

、
果

た
し

て

ど

ち
ら

の
行

を

曇
鸞

は

重
視

し
て

い
た

の
だ

ろ

う
か

。 
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第
二

節 

往

生
行

と

し
て

重
要

視

さ
れ

た
理

由 

 
先

に
結

論

を
述

べ

る
と

、
五

念

門
と

十
念

、

ど

ち
ら

の
行

を

特
に

重

要
視

し
て

い

た
の

か
に

つ

い

て
明

確
に

記

さ
れ

て

い
た

も
の

は
な

か
っ

た

。
し

か

し
な

が
ら

、

十
念

よ
り

も

五

念
門

の
方

が

よ
り

詳

細
に

『
往

生

論
註

』
に

記

さ

れ
て

お
り

、

加
え

て

、 

 
 

案
王

舎

城
所

説

無
量

寿
経

、

三
輩

生
中

雖

行

有
優

劣
、

莫

不
皆

発

無
上

菩
提

之

心
。

此
無

上

菩

提
心

即
是

願

作
佛

心

。
願

作
佛 

 
 

心
即

是

度
衆

生

心
。

度
衆

生

心
即

摂
取

衆

生

生
有

佛
国

土

心
。

是

故
願

生
彼

安

楽
浄

土
者

、

要

発
無

上
菩

提

心
也

。

若
人

不
発 

 
 

無
上

菩

提
心

、

但
聞

彼
国

土

受
楽

無
間

、

為

楽
故

願
生

、

亦
當

不

得
往

生
也

。
１
７ 

と
示

さ
れ

、『
往

生

論
註

』
で

は
最

も
優

れ

た
悟

り

の
心

、
す

な
は

ち
無

上

菩
提

心
を

願

作
佛

心

や
度

衆
生

心
と

表

さ
れ

て

い
る

。
願

作
佛

心
は

自

分
自

身

が
仏

に
な

る

こ
と

を
願

う

心

で
あ

り
、

度

衆
生

心

は
衆

生
を

救

済
し

た
い

と

願

う
心

を
指

し

て
い

る

。
無

上
菩

提
心

を
発

し

た
者

が

仏
に

な
っ

て

衆
生

を
救

お

う

と
す

る
、

こ

の
本

願

力
そ

の
も

の

が
五

念
門

で

あ

る
と

い
う

と

こ
ろ

か

ら
、

曇
鸞

は
十

念
よ

り

も
五

念

門
を

重
視

し

て
い

た
と

考

え

て
も

よ
い

の

で
は

な

い
だ

ろ
う

か

。
五

念
門

は

礼

拝
門

・
讃

嘆

門
・

作

願
門

・
観

察
門

の
四

門

が
、
「

菩

薩
、
入
四

種
門

自

利
行

成
就

、
応

知
。
菩
薩
、
出

第
五

門

回
向

利
益

他

行
成

就

、
応

知
。
菩
薩
、
如

是
修

五

門

行
自

利
利

他

、
速
得

成
就

阿

耨
多

羅
三

貌

三
菩

提

故
。
」
と

示

さ
れ

て
い

る

よ
う

に

自
利

の
行

で

、
最

後
の

回
向

門

が
利

他

の
行

で
あ

る
。

殿
内

氏

も
、 

 
 

速
や

か

に
無

上

菩
提

に
ま

で

至
る

こ
と

を

可

能
な

ら
し

め

る
、

菩

薩
の

修
め

る

真
実

の
二

利

行

と
し

て
の

内

容
を

も

持
つ

も
の 

 
 

と
位

置

づ
け

ら

れ
て

い
る

の

で
あ

り
、『

浄
土

論
』
に

説
示

さ

れ
て

い
た

浄

土
往

生
の

行

と
は

、
こ
の

よ
う

な

菩
薩

行

と
し

て
の 

 
 

内
容

を

持
つ

五

念
門

だ
っ

た

と
い

う
こ

と

が

で
き

る
。
１
８ 
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と
述

べ
て

い

る
と

こ

ろ
か

ら
、

単

に
浄

土
に

往

生

す
る

こ
と

だ

け
が

目

的
な

の
で

は

な
く

、
大

乗

菩

薩
道

の
実

践

も
含

有

さ
れ

て
い

た
為

、
重

要

視
さ

れ

た
と

考
え

て

よ
い

。
そ

し

て

曇
鸞

自
身

が

『
往

生

論
註

』
の

中

で
「

願
生

安

楽

国
者

、
此

一

句
是

作

願
門

。
天

親
菩

薩

、
帰
命

之
意

也
。
」
と

示
し

、
こ
こ

で

示
さ

れ
る

作
願

は

本
願

力

を
示

す
た

め

、
こ
こ

か

ら
も

五
念

門
を

重

要
視

し

て
い

る
こ

と
が

窺
え

る

。
天

親

菩
薩

の
よ

う

な
位

の
高

い

者

に
つ

い
て

五

念
門

で

は
多

く
言

及

さ
れ

て
い

る

為

、
明

確
に

記

さ
れ

て

は
い

な
い

が
、

や
は

り

上
品

向

け
の

行
だ

っ

た
と

考
え

て

も

不
自

然
で

は

な
い

と

思
わ

れ
る

。
『

浄

土
論

』
の

註
釈

を
し

て

い
る

『

往
生

論
註

』

で
は

、
以

上

の
点

よ

り
五

念
門

を

ベ
ー

ス
と

す

る

十
念

解
釈

が

曇
鸞

の

考
え

る
往

生

観
だ

と
私

は

考

え
る

。
一

方

で
、

殿

内
氏

は
、 

 
 

曇
鸞

は

『
浄

土

論
』

の
説

示

を
受

け
て

『

往

生
論

註
』

に

そ
の

浄

土
教

を
示

し

て
い

く
の

で

あ

り
、

そ
の

中

で
必

然

的
に

『
浄 

 
 

土
論

』

に
あ

っ

た
五

念
門

の

説
示

も
釈

し

て

は
い

る
が

、

実
の

と

こ
ろ

そ
の

浄

土
教

の
中

心

は

凡
夫

の
十

念

往
生

に

置
か

れ
て 

 
 

い
た

と

見
ら

れ

る
の

で
あ

り

、
そ

の
中

で

は

、
菩

薩
の

二

利
行

で

あ
る

よ
う

な

五
念

門
に

重

き

が
置

か
れ

て

は
い

な

か
っ

た
と 

 
 

思
わ

れ

る
の

で

あ
る

。
１
９ 

と
述

べ
て

い

る
。

殿

内
氏

も
私

と

同
様

に
十

念

と

い
う

行
を

修

め
る

対

象
と

五
念

門

と
い

う
行

を

修

め
る

対
象

が

異
な

る

と
い

う
考

え
の

立
場

で

あ
り

、
そ
の

根

拠
と

し
て
「

問

曰
、
上
言

知
生

無

生

、
当

是
上

品

生
者

。
」
を

示
し

て
い

る
。
こ

れ
に

対

し
、
下

下
品

の

往
生

に
つ

い

て
は

十

念
と

い
う

行

が
当

て
は

め

ら

れ
て

い
る

。

冒
頭

で

、
五

念
門

と

十
念

ど
ち

ら

の

行
が

重
要

視

さ
れ

て

い
た

の
か

に
つ

い
て

明

確
に

は

示
さ

れ
て

い

な
い

と
述

べ

た

が
そ

れ
に

関

連
す

る

こ
と

で

、
石

川
氏

が
、『

往
生

論
註

』
巻
下

の

入
第

一
義

諦

を

引
用

し
て

、 

 
 

願
生

と

い
い

な

が
ら

有
の

根

本
で

あ
る

生

を

滅
す

こ
と

が

で
き

る

の
か

と
い

う

疑
義

に
対

し

、

そ
の

解
決

の

た
め

に

浄
土

の
荘 
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厳
相

を

観
察

す

る
の

で
あ

る

と
答

え
て

い

る

。
阿

弥
陀

仏

の
浄

土

と
は

、
仏

の

清
浄

な
る

本

願

に
よ

っ
て

建

立
さ

れ

た
も

の
で 

 
 

あ
っ

て

、
ま

た

無
生

で
あ

り

、
凡

夫
が

抱

く

よ
う

な
虚

妄

の
生

で

は
な

い
。

ま

た
そ

の
浄

土

が

、
さ

ら
に

法

性
に

適

っ
て

い
る 

 
 

こ
と

を

根
拠

と

し
て

無
生

で

あ
る

こ
と

を

重

ね
て

説
い

て

い
る

。

そ
れ

ゆ
え

に

そ
の

無
生

の

道

理
を

悟
る

た

め
に

十

七
種

の
仏 

 
 

土
荘

厳

相
を

観

察
す

る
の

で

あ
り

、
そ

れ

に

よ
り

、
浄

信

を
生

じ

て
必

ず
浄

土

に
往

生
す

る

こ

と
が

で
き

る

の
で

あ

る
と

し
て 

 
 

い
る

。

上
品

生

の
願

生
者

と

は
、

以
上

の

よ

う
な

無
生

の

道
理

を

体
得

し
得

る

者
を

い
う

。

ま

た
、

そ
の

上

品
生

の

者
は

無
生 

 
 

の
道

理

を
悟

る

た
め

に
観

察

を
し

な
く

て

は

な
ら

な
い

が

、
こ

れ

は
奢

摩
他

・

毘
婆

舎
那

を

行

う
作

願
門

・

観
察

門

を
意

図
し 

 
 

た
も

の

で
あ

る

こ
と

に
疑

い

は
な

い
。

す

な

わ
ち

、
上

品

生
に

お

い
て

は
五

念

門
の

実
践

が

求

め
ら

れ
る

の

で
あ

る

。
２
０ 

と

、
上

品

が
修

め
る

べ

き
行

は
五

念

門
で

あ

る
と

述
べ

て
い

る

。
下
品

の

修
め

る
べ

き

行
に

つ

い
て

は

、
氷

上

燃
火

の
例

を

引
用

し
、 

 
 

無
生

を

知
る

上

品
生

の
願

生

者
に

対
し

て

下

品
下

生
の

願

生
者

は

十
念

に
よ

っ

て
往

生
す

る

こ

と
が

で
き

る

。
し

か

し
そ

れ
は 

 
 

実
際

に

は
実

体

と
し

て
の

生

に
よ

っ
て

し

ま

い
、

往
生

す

る
こ

と

は
で

き
ず

、

な
お

か
つ

得

生

に
迷

い
を

生

じ
て

し

ま
う

の
で 

 
 

は
な

い

か
と

問

う
て

い
る

。

こ
れ

に
対

し

て

、
浄

摩
尼

珠

を
濁

っ

た
水

に
投

ず

れ
ば

清
ら

か

な

水
と

な
る

よ

う
に

、

阿
弥

陀
仏 

 
 

の
無

生

で
あ

り

清
浄

な
る

名

号
、

な
ら

び

に

荘
厳

相
が

願

生
者

の

心
中

に
入

る

こ
と

に
よ

っ

て

、
造

罪
の

心

や
、

生

を
実

体
的 

 
 

な
も

の

と
み

る

意
識

作
用

そ

の
も

の
が

滅

す

る
の

で
あ

り

、
下

品

下
生

者
は

無

生
を

知
ら

ず

と

も
、

称
名

を

実
践

し

て
、

願
生 

 
 

の
心

を

お
こ

す

こ
と

に
よ

っ

て
、
そ
れ

ま

で

の
実

体
と

し

て
の

生

と
み

て
い

た

こ
と

が
滅

す

る

の
で

あ
る

と

答
え

て

い
る
。（

中 

 
 

略
）

す

な
は

ち

、
曇

鸞
は

往

生
の

論
理

と

し

て
、

上
品

生

の
往

生

を
基

軸
と

考

え
な

が
ら

も

、

そ
れ

と
並

列

す
る

形

で
、

十
念 

 
 

の
実

践

に
基

づ

く
阿

弥
陀

仏

の
不

可
思

議

力

（
本

願
力

）

を
根

拠

と
し

て
下

品

下
生

の
得

生

が

可
能

に
な

る

と
考

え

て
い

た
の 
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で
は

な

い
か

と

い
う

こ
と

で

あ
る

。（
中

略

）
以
上

を
整

理

す
る

な

ら
ば

、
上
品

生

も
下

品

下
生

者
と

同
様

、
阿

弥
陀

仏

の
本

願 

 
 

力
に

よ

り
得

生

す
る

の
で

あ

り
、

五
念

門

実

践
に

よ
り

そ

の
本

願

力
を

増
上

縁

と
し

て
成

仏

す

る
と

の
説

示

か
ら

も

、
曇

鸞
は 

 
 

下
品

下

生
に

限

ら
ず

、
上

品

生
の

願
生

者

の

存
在

も
、

当

然
意

識

し
て

い
た

で

あ
ろ

う
こ

と

が

わ
か

る
。

そ

れ
の

み

に
と

ど
ま 

 
 

ら
ず

、

本
節

冒

頭
に

下
品

下

生
の

願
生

者

と

そ
の

実
践

行

で
あ

る

十
念

に
関

連

し
な

い
言

及

に

関
す

る
意

図

に
つ

い

て
問

題
と 

 
 

し
た

が

、
む

し

ろ
曇

鸞
は

論

理
的

に
は

、

こ

の
上

品
生

の

往
生

を

基
軸

と
し

て

下
品

下
生

者

の

往
生

を
考

え

て
い

た

と
い

う
こ 

 
 

と
が

わ

か
る

。
２
１ 

と
下

品
下

生

が
修

め

る
べ

き
行

は

十
念

で
あ

る

と

述
べ

て
い

る

の
と

同

時
に

、
十

念

は
下

品
が

修

め

る
べ

き
行

と

い
う

よ

り
か

は
む

し
ろ

上
品
・
下

品

関
係

な
く

浄

土
に

往

生
し

た
い

と
心

か
ら

願

う
人

全

員
に

対
す

る

行
で

あ
る

と

読

み
取

る
こ

と

が
で

き

る
。
私

は

、

『
往

生
論

註

』
内

で

具
体

的
に

よ

り
詳

細
に

触

れ

ら
れ

て
い

る

の
が

五

念
門

で
あ

り

、
五

念
門

を

軸

に
回

向
の

話

が
で

て

く
る

た
め

往
生

行
と

し

て
重

要

視
さ

れ
て

い

る
の

は
五

念

門

の
方

で
あ

る

と
考

え

て
い

た
が

、

石
川

氏
も

同

様

に
上

品
生

の

往
生

を

基
軸

に
考

え
て

と
示

し

て
い

る

と
こ

ろ
か

ら

、
五

念
門

を

修

め
ら

れ
る

よ

う
に

な

っ
て

ほ
し

い

と
い

う
下

品

に

向
け

て
の

強

い
メ

ッ

セ
ー

ジ
性

を
感

じ
ざ

る

を
得

な

い
。

一
方

で

殿
内

氏
が

、

下

品
が

修
め

る

べ
き

行

で
あ

る
十

念

が
ベ

ー
ス

で

あ

る
と

示
さ

れ

て
い

る

と
こ

ろ
か

ら
、

ま
と

め

る
と

、

往
生

行
の

中

心
が

ど
ち

ら

で

あ
る

か
と

い

う
の

が

争
点

で
、

根

拠
と

な
る

文

献

や
『

往
生

論

註
』

の

解
釈

次
第

で
結

論
が

異

な
っ

て

く
る

と
い

え

る
。『

往

生
論

註

』
を

参
照

し

て
も

明
確

に

ど
ち

ら
の

行

が
重

要

視

さ
れ

て
い

る

か
に

つ

い
て

言
及

さ
れ

て
い

る

箇
所

は

な
い

た
め

、

解
釈

次
第

で

意

見
は

異
な

る

。
あ

く

ま
で

も
私

個

人
は

、
以

上

に

述
べ

た
こ

と

か
ら

や

が
て

は
下

品
も

五
念

門

を
修

め

る
こ

と
が

で

き
る

よ
う

に

と

い
う

意
図

の

元
、

五

念
門

を
基

軸

に
十

念
と

い

う

行
が

展
開

さ

れ
て

い

た
と

結
論
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づ
け

た
。

ゆ

え
に

私

は
曇

鸞
は

十

念
よ

り
も

五

念

門
を

よ
り

重

要
視

し

て
い

た
と

考

え
る

。 

  

第
二

章 

八

番
問

答 

第
一

節 

各

問
答

の

役
割 

 
 

問
曰

、

天
親

菩

薩
廻

向
章

中

、
普

共
諸

衆

生

、
往

生
安

楽

国
此

指

、
共

何
等

衆

生
耶

。
答

曰

、

案
王

舎
城

所

説
無

量

寿
経

、
仏 

 

 
 

告
阿

難

十
方

恒

河
沙

諸
仏

如

来
皆

共
称

嘆

無

量
寿

仏
威

神

功
徳

不

可
思

議
。

諸

有
衆

生
聞

其

名

号
信

心
歓

喜

乃
至

一

念
。

至
心 

 
 

廻
向

。

願
生

彼

生
國

、
即

得

往
生

、
住

不

退

轉
。

唯
除

五

逆
誹

謗

正
法

。
案

此

而
言

、
一

切

外

道
凡

夫
人

皆

得
往

生

。
又

如
觀 

 
 

无
量

壽

經
。

有

九
品

往
生

下

下
品

生
者

、

或

有
衆

生
、

作

不
善

業

五
逆

十
惡

、

具
諸

不
善

。

如

此
愚

人
、

以

惡
業

故

應
堕

惡
道 

 
 

逕
歴

多

劫
受

苦

无
窮

。
如

此

愚
人

、
臨

命

終

時
、

遇
善

知

識
種

種

安
慰

、
爲

説

妙
法

、
教

令

念

佛
。

彼
人

、

苦
逼

不

遑
念

佛
。 

 
 

善
友

告

言
、

汝

若
不

能
念

者

應
稱

无
量

壽

佛

。
如

是
至

心

令
聲

不

絶
、

具
足

十

念
稱

南
无

无

量

壽
佛

稱
。

佛

名
故

於

、
念

念
中 

 
 

除
八

十

億
劫

生

死
之

罪
。

命

終
之

後
、

見

金

蓮
華

、
猶

如

日
輪

住

其
人

前
。

如

一
念

頃
即

得

往

生
極

樂
世

界

。
於

蓮

華
中

滿
十 

 
 

二
大

劫

蓮
華

方

開
觀

世
音

大

勢
至

、
以

大

悲

音
聲

爲
其

廣

説
諸

法

實
相

除
滅

罪

法
。

聞
巳

歡

喜

、
應

時
則

發

菩
提

之

心
。

是
名 

 
 

下
品

下

生
者

。

以
此

経
證

、

明
知

下
品

凡

夫

但
令

不
誹

謗

正
法

、

信
佛

因
縁

皆

得
往

生
。
２
２ 

に
あ

る
よ

う

に
、『

無

量
寿

経
』
下

巻
で

五
逆
・
誹

謗
正

法
を

行

っ
た

者

以
外

の
一

切

の
凡

夫
が

往

生

の
対

象
で

あ

る
と

示

さ
れ
、『

観

無
量

寿
経

』

で
は

五

逆
を

行
っ

た

者
も

含
む

九

品

が
往

生
の

対

象
で

あ

る
と

示
さ

れ

て
い

る
。

こ

の

第
一

問
答

で

は
そ

う

し
た

往
生
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対
象

の
違

い

に
つ

い

て
注

目
し

て

い
る

。
又

、

五

逆
・

十
悪

を

犯
し

た

人
々

は
、

自

分
自

身
の

命

の

灯
火

が
消

え

か
け

て

い
る

時
に

自
身

を
正

し

い
方

向

に
導

い
て

く

れ
る

人
に

出

遇

い
、

善
知

識

は
心

を

安
ら

か
に

慰

め
よ

う
と

し

て

く
れ

た
も

の

の
、

当

本
人

は
罪

の
意

識
を

払

拭
す

る

こ
と

が
で

き

ず
苦

し
み

、
念

仏
を

行
う

こ

と
が

で

き
な

か
っ

た

が
、「

善
友

告
言

、
汝
若

不

能
念

者

、
応

称

無
量

寿
仏

。
如

是

、
至

心
令

声

不
絶

、
具
足

十
念

、
称

南
無

阿
弥

陀

仏
。
称

仏
名

故
、
於

念
念

中
、
除

八

十
億

劫
生

死

之
罪

。
」
２
３

と
『

往

生
論

註

』

に
示

さ

れ

て
い

る

よ

う
に

善

知
識(

善

友)

が

心
の

中

や

頭
の

中

に

存
在

す

る

罪
の

意

識

が
払

拭

さ

れ
ず

心

を

安
ら

か

に
保

つ
こ

と
が

で

き
な

い

の
な

ら
ば

、

無
量

寿
仏

と

声

に
出

す
こ

と

を
勧

め

、
そ

の
後

心

の
中

で
念

仏

を

唱
え

る
こ

と

が
で

き

な
い

の
な

ら
ば

、
十

念

を
具

足

し
て

南
無

無

量
寿

仏
と

声

に

出
し

て
称

え

る
こ

と

で
、

八
十

億

劫
と

い
う

果

て

し
な

い
時

間

の
中

で

自
分

自
身

が
犯

し
た

罪

が
消

え

て
、

極
楽

世

界
に

往
生

す

る

こ
と

が
で

き

る
。

こ

こ
で

は
、

心

の
中

で
思

っ

て

い
る

内
容

と

実
際

に

行
動

し
て

い
る

内
容

が

異
な

っ

て
い

た
と

し

て
も

、
人

間

は

そ
の

行
動

を

遂
行

す

る
こ

と
が

可

能
で

あ
る

、

つ

ま
り

散
善

が

見
受

け

ら
れ

る
。

又
、
第

一

問
答

の

最
後

に
は
「
下

品
凡

夫
、
但

令

不
誹

謗
正

法
、
信

佛
因

縁
皆

得

往
生

。
」
と

示

さ
れ

て
い

る
が

、
そ

れ

は
浄

土
に

往

生
で

き
る

か

否
か

は

罪
の

軽
重

で

は
な

く

、
阿

弥

陀
仏

を
信

じ

る
か

否

か
で

決
定

さ

れ
る

と
い

う

意

味
で

あ
る

。『
観

無
量

寿

経

』
も

そ
う

い
う

意

味
で

下

下
品

を
含

む

九
品

が
往

生

対

象
に

含
ま

れ

て
い

る

。 

 
 

問
曰

、

無
量

寿

経
言

願
往

生

者
皆

往
生

唯

除

五
逆

誹
謗

正

法
。

観

無
量

寿
経

言

五
逆

十
悪

具

諸

不
善

、
亦

得

往
生

。

此
二

経
、 

 
 

云
何

曾

。
答

曰

、
一

経
以

具

二
種

重
罪

。

一

者
五

逆
、

二

者
誹

謗

正
法

。
以

此

二
種

罪
故

、

所

以
不

得
往

生

。
一

経

但
言

作
十 

 
 

悪
五

逆

等
罪

、

不
言

誹
謗

正

法
、

以
不

謗

正

法
故

是
故

得

生
。
２
４ 

に
あ

る
よ

う

に
『

無

量
寿

経
』

と

『
観

無
量

寿

経

』
で

は
往

生

対
象

が

異
な

る
点

に

つ
い

て
と

『

観

無
量

寿
経

』

に
お

い

て
の

往
生



コピー厳禁

 12 

対
象

の
決

定

の
真

意

に
つ

い
て

の

問
答

が
第

一

問

答
で

あ
っ

た

が
、

こ

の
第

二
問

答

は
往

生
対

象

が

異
な

る
と

い

う
最

大

の
矛

盾
が

実
は

矛
盾

で

は
な

か

っ
た

こ
と

が

わ
か

る
問

答

で

あ
る

。『
無

量
寿

経

』
で
の

重

罪
は

二
つ

あ

り

、
そ

れ
が

五
逆

と

誹
謗

正

法
で

、
そ

の
二

つ
の

罪

を
犯

し

た
者

は
浄

土

に
往

生
す

る

こ

と
が

で
き

な

い
と

さ

れ
て

い
る

。
一
方

で
、
『

観

無

量
寿

経

』
で

の

重
罪

も
十

悪
・

五
逆

で
あ

る
。
ま

と
め

る

と
、『

無
量

寿

経
』
と
『

観
無

量
寿

経
』
と

で
往

生

対
象

で
は

な

い
の

は
誹

謗
正

法
を

犯

し
た

者

で
一

致
す

る
と

曇
鸞

が

み
て

い

た
こ

と
が

わ

か
る

。 

 
 

問
曰

、
假

使
一

人

具
五

逆
罪

而

不
誹

謗

正
法

、
経
許

得

生

。
復

有

一
人

、
但
誹

謗

正
法

而

无
五

逆

諸
罪

、
願

往
生

者
得

生

以
不

。 

 
 

答
曰

、

但
令

誹

謗
正

法
、

雖

更
无

餘
罪

、

必

不
得

生
。

何

以
言

之

、
經

言
、

五

逆
罪

人
、

堕

阿

鼻
大

地
獄

中

具
受

一

劫
重

罪
。 

 
 

誹
謗

正

法
人

堕

阿
鼻

大
地

獄

中
此

劫
若

盡

、

復
轉

至
他

方

阿
鼻

大

地
獄

中
。

如

是
展

轉
逕

百

千

阿
鼻

大
地

獄

。
佛

、

不
記

得
出 

 
 

時
節

。

以
誹

謗

正
法

罪
極

重

故
。

又
正

法

者

即
是

仏
法

。

此
愚

痴

人
既

生
誹

謗

。
安

有
願

生

仏

土
之

理
。

假

使
但

貪

彼
生

安
楽 

 
 

而
願

生

者
、

亦

如
求

非
水

之

氷
无

烟
之

火

、

豈
有

得
理

。
２
５ 

に
あ

る
よ

う

に
、

第

二
問

答
で

は

往
生

対
象

で

は

な
い

者
が

五

逆
と

誹

謗
正

法
を

犯

し
た

者
で

『

無

量
寿

経
』

も

『
観

無

量
寿

経
』

も
一

致
し

た

。
第

三

問
答

で
は

五

逆
は

犯
し

て

い

る
が

正
法

は

誹
謗

し

て
い

な
い

者

、
又

は
、

正

法

は
誹

謗
し

て

い
る

が

、
五

逆
は

犯
し

て
い

な

い
者

の

往
生

の
是

非

に
つ

い
て

の

問

答
で

あ
る

。『

往
生

論

註
』
内
で
『
摩

訶
般

若

波
羅

蜜
経

』
を

引
用

し
、
一

般
的

に

五
逆

を
犯

す

よ
り

誹

謗
正

法
を

犯

す
方

が
罪

が

重

い
と

さ
れ

て

い
る

。

し
た

が
っ

て

、
五

逆
や

そ

の

他
の

罪
は

犯

し
て

い

な
い

が
正

法
を

誹
謗

し

て
し

ま

っ
た

者
は

如

何
な

る
場

合

で

も
往

生
で

き

な
い

こ

と
に

な
る

、

誹
謗

正
法

を

犯

し
て

し
ま

っ

た
者

は

地
獄

の
中

で
も

最
下

層

に
位

置

し
、

地
獄

に

堕
ち

、
到

着

す

る
ま

で
二

千

年
の

歳

月
を

要
す

る

上
、

一
劫

と

い

う
と

て
つ

も

な
く

長

い
年

月
を
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地
獄

で
過

ご

し
、

こ

れ
が

終
わ

っ

て
も

ま
た

他

の

地
獄

に
堕

ち

、
次

々

に
地

獄
を

巡

る
こ

と
に

な

る

。
そ

し
て

具

体
的

に

い
つ

そ
の

ル
ー

プ
か

ら

抜
け

出

せ
る

の
か

は

明
ら

か
に

な

っ

て
い

な
い

。

正
し

い

仏
の

教
え

を

謗
る

者
が

浄

土

に
往

生
し

た

い
と

願

う
理

由
は

ど
こ

に
も

な

い
と

示

し
て

い
る

点

に
お

い
て

は

浄

土
に

往
生

す

る
た

め

の
教

え
を

謗

る
と

い
う

こ

と

は
つ

ま
り

浄

土
に

往

生
し

た
い

と
願

っ
て

い

な
い

か

ら
往

生
で

き

る
可

能
性

が

な

い
と

言
い

切

れ
る

根

拠
が

あ
る

と

思
わ

れ
る

。

又

、
五

逆
を

犯

し
た

も

の
の

、
正

法
は

誹
謗

し

て
い

な

い
者

の
往

生

に
つ

い
て

は

、

五
逆

を
犯

し

て
も

一

番
大

切
と

さ

れ
る

正
法

を

犯

し
て

い
な

い

な
ら

ば

往
生

す
る

こ
と

は
可

能

で
あ

る

と
第

三
問

答

に
は

示
さ

れ

て

い
る

。
第

二

問
答

で

の
往

生
可

能

対
象

で
五

逆

と

誹
謗

正
法

と

い
う

二

つ
の

重
罪

を
犯

し
た

者

は
往

生

可
能

対
象

か

ら
外

れ
る

こ

と

が
判

明
し

た

が
、

第

三
問

答
で

は

往
生

可
能

対

象

範
囲

を
誹

謗

正
法

を

犯
し

た
者

以
外

と
さ

ら

に
限

定

的
に

狭
め

る

こ
と

が
で

き

る

。
こ

の
時

点

で
曇

鸞

の
考

え
る

往

生
可

能
対

象

は

誹
謗

正
法

を

犯
し

た

者
以

外
だ

と
い

え
る

。
続

い
て

、
「
問

曰

、
何

等

相
是

誹

謗
正

法

。
答

曰

、
若

言

无
佛

、
无

佛
法

、
无
菩

薩

、
无

菩
薩

法

、
如

是

等
見

、
若

心
自

解

、

若

從

他

受

其

心

決
定

皆

名

誹

謗

正

法

。
」
２
６

に

示

さ

れ

る

よ

う

に

第

三
問

答

ま

で

で

往

生

可

能

対

象

は

明

ら

か

に

な

っ

た
が

、

第
四

問
答

は

そ
の

誹

謗
正

法
と

は

ど
の

よ
う

な

も

の
な

の
か

を

説
明

し

て
い

る
問

答

で
あ

る
。

阿

弥

陀
仏

が
い

な

け
れ

ば

、
そ

の
教

え
も

な
く

、

菩
薩

が

い
な

け
れ

ば

そ
の

教
え

も

な

い
、

こ
の

よ

う
に

自

分
自

身
で

決

定
し

た
り

又

他

人
に

唆
さ

れ

て
決

定

す
る

、
決

定
を

下
す

こ

と
で

全

て
を

理
解

し

た
こ

と
に

し

て

し
ま

う
こ

と

な
ど

は

全
て

正
法

を

誹
謗

す
る

こ

と

に
な

る
と

い

う
意

味

が
こ

の
第

四
問

答
で

あ

る
。

仏

の
教

え
を

否

定
す

る
こ

と

は

自
ら

が
浄

土

に
往

生

し
よ

う
と

思

う
そ

の
願

い

を

排
除

す
る

こ

と
に

繋

が
る

と
推

測
さ

れ
る

が

故
、

誹

謗
正

法
に

繋

が
る

こ
と

は

妥

当
で

あ
る

と

思
わ

れ

る
が

、
一

方

で
仏

の
教

え

に

絶
対

性
が

あ

る
こ

と

を
踏

ま
え

て
も

阿
弥

陀

仏
が

い

な
け

れ
ば

、

そ
の

教
え

も

な

く
、

菩
薩

が

い
な

け

れ
ば

そ
の

教

え
も

な
い

為

、

自
分

自
身

の

解
釈

で

あ
ら

ゆ
る
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こ
と

が
決

定

し
て

し

ま
う

の
は

あ

る
程

度
仕

方

の

な
い

事
で

あ

る
の

に

も
関

わ
ら

ず

、
誹

謗
正

法

に

触
れ

て
し

ま

う
の

は

、
少

し
問

題
点

で
あ

る

と
私

は

思
う

。
し

か

し
、

此
れ

ほ

ど

に
教

え
に

不

変
性

を

も
た

せ
る

こ

と
が

可
能

な

の

で
あ

れ
ば

、

宗
教

と

し
て

の
確

立
性

や
精

密

度
は

上

が
る

た
め

、

一
概

に
問

題

だ

と
も

言
い

切

れ
な

い

か
も

し
れ

な

い
。 

 
 

問
曰

、

如
是

等

計
但

是
己

事

。
於

衆
生

有

何

苦
惱

踰
於

五

逆
重

罪

耶
。

答
曰

、

若
无

諸
佛

菩

薩

、
説

世
間

、

出
世

間

、
善

道
教 

 
 

化
衆

生

者
、

豈

知
有

仁
義

禮

智
信

耶
。

如

是

世
間

一
切

善

法
皆

斷

、
出

世
間

一

切
賢

聖
皆

滅

。

汝
但

知
五

逆

罪
爲

重

、
而

不
知 

 
 

五
逆

罪

從
无

正

法
生

。
是

故

謗
正

法
人

其

罪

最
重

。
２
７ 

に
あ

る
よ

う

に
、

第

五
問

答
は

、

誹
謗

正
法

が

五

逆
よ

り
も

罪

が
重

い

と
位

置
づ

け

ら
れ

て
い

る

理

由
に

つ
い

て

の
問

答

で
あ

る
。

世
間

や
世

俗

か
ら

離

れ
た

清
ら

か

な
仏

道
の

こ

と

を
指

す
出

世

間
か

ら

そ
れ

と
は

真

逆
の

衆
生

の

世

界
で

あ
る

世

間
に

衆

生
を

教
化

す
る

た
め

に

来
る

あ

ら
ゆ

る
仏

や

菩
薩

が
も

し

い

な
け

れ
ば

、

仁
・

義

・
礼

・
智

・

信
の

五
常

を

知

る
こ

と
は

で

き
ず

、

又
世

間
の

あ
ら

ゆ
る

善

い
行

い

を
判

断
し

て

い
る

あ
ら

ゆ

る

尊
く

優
れ

た

聖
者

も

い
な

い
だ

ろ

う
と

『
往

生

論

註
』

に
は

示

さ
れ

て

い
る

。
最

後
に

五
逆

罪

は
謗

法

罪
が

な
け

れ

ば
生

じ
な

い

も

の
で

あ
る

か

ら
、
謗
法

罪
を

犯

す
者

は

最
も

罪
が

重
い

と
結

論

づ
け

ら

れ
て

い
る

。

し
か

し
第

三

問
答

で

、
五

逆
罪

を

犯
し

た
者

の

往

生
は

認
め

ら

れ
、

謗

法
罪

を
犯

し

た
者

の
往

生

は

認
め

ら
れ

て

い
な

い

と
指

摘
し

て
い

る
の

に

も
関

わ

ら
ず

、
こ

の

第
五

問
答

で

は

謗
法

罪
が

生

じ
な

け

れ
ば

、
五

逆

罪
も

生
じ

な

い

つ
ま

り
五

逆

罪
を

犯

し
た

者
の

往
生

が
可

能

で
あ

る

前
提

な
ら

ば

謗
法

罪
を

犯

し

た
者

の
往

生

に
つ

い

て
も

認
め

ら

れ
る

こ
と

を

暗

示
し

て
い

る

。
誹

謗

正
法

を
犯

し
た

人
々

は

往
生

が

で
き

な
い

と

示
さ

れ
て

い

る

が
、

第
五

問

答
で

は

、
謗

法
罪

が

生
じ

な
け

れ

ば

、
五

逆
罪

も

生
じ

な

い
と

述
べ

ら
れ

、
そ

の

対
偶

の

矛
盾

が
、

曇

鸞
の

意
図

す

る

内
容

で
な

い

と
仮

定

す
れ

ば
、

何

故
謗

法
罪

を

犯

し
た

者
も

救

わ
れ

る

可
能

性
が
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あ
る

と
読

み

取
れ

る

よ
う

な
表

現

を
し

た
の

だ

ろ

う
か

。
こ

れ

に
つ

い

て
は

、
謗

法

罪
を

犯
し

た

者

は
前

述
に

あ

る
通

り

往
生

す
る

こ
と

は
で

き

な
い

も

の
の

、
回

心

に
出

遇
っ

た

時

は
必

ず
し

も

往
生

で

き
な

い
と

は

言
い

切
れ

な

い

の
で

は
な

い

だ
ろ

う

か
。

こ
の

回
心

に
つ

い

て
は

曇

鸞
自

身
が

『

往
生

論
註

』

で

往
相

回
向

と

還
相

回

向
の

二
種

の

回
向

を
示

し

て

い
る

と
こ

ろ

か
ら

十

分
に

根
拠

は
あ

る
と

い

え
る

。 

 
 

問
曰

、
『

業

道
經

』
言
、
業

道
如

稱
。
重

者
先

牽
。
如
『
観

无
量

壽

經
』
言

。
有

人

造
五

逆
十

惡

具
諸

不
善

。
應
堕

惡

道
逕

歴
多 

 
 

劫
受

无

量
苦

。

臨
命

終
時

、

遇
善

知
識

、

教

稱
南

无
无

量

壽
佛

。

如
是

至
心

令

聲
不

絶
具

足

十

念
便

得
往

生

安
樂

淨

土
。

即
入 

 
 

大
乘

正

定
之

聚

畢
竟

不
退

。
興
三

塗

諸
苦

永

隔
。
先

牽
之

義

、
於

理

如
何

。
又
曠

劫

巳
來

、
備
造

諸
行

、
有
漏

之

法
繫

屬
三

界

。 

 
 

但
以

十

念
念

阿

彌
陀

佛
便

出

三
界

。
繫

業

之

義
復

欲
云

何

。
答

曰

、
汝

謂
。

五

逆
十

惡
繫

業

等

爲
重

以
下

下

品
人

十

念
爲

軽
應 

 
 

爲
罪

所

牽
先

堕

地
獄

繫
在

三

界
者

、
今

當

以

義
校

量
軽

重

之
義

。

在
心

、
在

縁

、
在

決
定

、

不

在
時

節
久

近

多
少

也

。
云

何
在 

 
 

心
。

彼

造
罪

人

自
依

止
虚

妄

顛
倒

見
生

。

此

十
念

者
依

善

知
識

方

便
安

慰
聞

實

相
法

生
。

一

實

、
一

虚
。

豈

得
相

比

。
譬

如
千 

 
 

歳
闇

室

光
若

暫

至
即

便
明

朗

。
闇

豈
得

言

有

室
千

歳
而

不

去
耶

。

是
名

在
心

。

云
何

在
縁

。

彼

造
罪

人
自

依

止
妄

想

心
依

煩
惱 

 
 

虚
妄

果

報
衆

生

生
。

此
十

念

者
依

止
无

上

信

心
依

阿
彌

陀

如
來

方

便
莊

嚴
真

實

清
淨

无
量

功

徳

名
號

生
。

譬

如
有

人

被
毒

箭
所 

 
 

中
截

筋

破
骨

、
聞

滅

除
藥

鼓
即

箭

出
毒

除
。
豈
可

得
言

彼

箭
深

毒

厲
聞

鼓
音

聲

不
能

拔
箭

去

毒

耶
。
是
名

在

縁
。
云
何

在
決

定

。 

 
 

彼
造

罪

人
依

止

有
後

心
有

間

心
生

。
此

十

念

者
依

止
无

後

心
无

間

心
生

。
是

名

決
定

。
校

量

三

義
十

念
者

重

重
者

先

牽
能

出
三 

 
 

有
。

兩

經
一

義

耳
。
２
８ 

に
あ

る
よ

う

に
、

第

六
問

答
は

業

道
因

果
の

道

理

を
説

い
た

経

典
の

総

称
で

あ
る

『

業
道

経
』

に

示

さ
れ

た
業

道

の
称

の

例
を

引
用
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し
、

罪
の

軽

重
と

そ

の
往

生
に

つ

い
て

の
問

答

で

あ
る

。
称

の

軽
い

も

の
よ

り
重

い

も
の

に
牽

か

れ

る
性

質
を

、

命
の

灯

火
が

消
え

る
前

の
短

い

時
間

に

善
知

識
に

出

遇
い

十
念

を

具

足
し

、〈

南

無
無

量
寿

仏

〉
と
念

仏
す

る

重
さ

と
悪

い
道

に
入

り

込
み

、
極
め

て

長

い
年

月
も

の

間
五

逆

や
十

悪
と

い

う
罪

を
犯

し

て

き
た

重
さ

と

比
較

し

た
際

に
後

者

の
方

が
重

い

た

め
、

臨
終

間

際
の

十

念
で

は
往

生
す

る
こ

と

が
で

き

な
い

と
説

示

し
て

い
る

。

そ

の
問

い
に

対

し
、

曇

鸞
は

大
罪

を

犯
す

人
と

十

念

を
す

る
人

の

往
生

に

即
し

て
の

軽
重

比
較

の

際
に

、

在
心

・
在

縁

・
在

決
定

の

三

義
を

挙
げ

て

い
る

。

一
つ

目
の

在

心
に

つ
い

て

五

逆
や

十
悪

を

犯
し

て

し
ま

う
人

は
、

自
分

か

ら
真

実

の
理

に
背

い

た
誤

っ
た

見

解

を
拠

り
所

と

し
て

い

る
と

示
さ

れ

、
十

念
を

す

る

人
は

善
知

識

に
出

遇

い
、

善
知

識
か

ら
様

々

な
こ

と

を
教

わ
り

又

自
身

の
心

を

安

定
し

た
状

態

に
保

た

せ
て

く
れ

た

そ
の

結
果

、

実

相
の

法
を

聞

く
こ

と

に
よ

っ
て

生
じ

る
と

解

釈
さ

れ

て
い

る
。

二

つ
目

の
在

縁

に

つ
い

て
同

じ

く
五

逆

や
十

悪
を

犯

し
て

し
ま

う

人

は
妄

想
の

心

に
と

ど

ま
り

、
煩

悩
の

報
い

を

受
け

る

こ
と

に
な

る

と
示

さ
れ

、

十

念
を

す
る

人

は
こ

の

上
な

い
最

も

優
れ

た
信

心

を

獲
得

し
、

阿

弥
陀

仏

の
方

便
荘

厳
で

且
つ

煩

悩
を

離

れ
た

清
ら

か

な
悟

り
心

を

備

え
た

無
量

の

功
徳

の

名
号

に
よ

っ

て
生

じ
る

と

解

釈
さ

れ
て

い

る
。

こ

こ
で

煩
悩

を
離

れ
た

清

ら
か

な

悟
り

心
と

解

釈
し

た
の

は

真

実
清

浄
と

い

う
言

葉

で
あ

る
が

、

在
縁

で
五

逆

や

十
悪

を
犯

し

て
し

ま

う
人

は
妄

想
の

心
に

囚

わ
れ

て

い
る

と
あ

り

、
こ

こ
で

の

往

生
が

で
き

な

い
原

因

は
嘘

や
偽

り

で
ま

み
れ

た

つ

ま
り

煩
悩

だ

ら
け

の

心
に

あ
る

と
読

み
取

る

こ
と

が

で
き

る
。

そ

し
て

十
念

を

す

る
人

は
信

心

を
獲

得

し
、

つ
ま

り

煩
悩

は
な

く

な

っ
て

い
る

状

態
で

あ

る
の

を
根

拠
に

こ
こ

で

の
真

実

荘
厳

の
解

釈

は
浄

土
に

対

し

て
の

清
ら

か

さ
よ

り

は
む

し
ろ

自

分
自

身
の

心

の

清
ら

か
さ

を

表
し

て

い
る

と
解

釈
す

る
の

が

適
切

で

は
な

い
か

と

い
う

結
論

に

至

っ
た

。
最

後

三
つ

目

の
在

決
定

に

つ
い

て
も

在

心

・
在

縁
と

同

様
に

、

五
逆

や
十

悪
を

犯
し

て

し
ま

う

者
は

、
ま

だ

後
が

あ
る

と

思

っ
て

い
る

ゆ

っ
く

り

し
た

心
の

有

後
心

と
他

の

様

々
な

想
い

が

混
じ

っ

た
専

一
で
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は
な

い
心

で

あ
る

有

間
心

に
頼

っ

て
い

る
と

示

さ

れ
、

十
念

を

す
る

人

は
前

者
と

は

真
逆

の
無

後

心

と
無

間
心

に

頼
る

こ

と
に

よ
っ

て
生

じ
る

と

解
釈

さ

れ
て

い
る

。

そ
し

て
こ

の

第

六
問

答
の

最

後
、

こ

の
在

心
・

在

縁
・

在
決

定

の

三
義

と
五

逆

・
十

悪

の
罪

を
比

較
し

た
際

、

前
者

の

方
が

重
い

た

め
、

往
生

が

可

能
で

あ
る

と

曇
鸞

は

結
論

づ
け

て

い
る

。
そ

し

て

第
六

問
答

で

は
五

逆

・
十

悪
を

犯
し

て
も

十

念
を

具

足
す

れ
ば

浄

土
に

往
生

す

る

こ
と

が
可

能

で
、

又

煩
悩

と
結

び

つ
い

て
増

大

さ

せ
る

有
漏

の

法
が

三

界
に

結
び

つ
い

て
い

る

が
、

十

念
に

よ
っ

て

三
界

か
ら

出

る

こ
と

が
で

き

る
と

示

さ
れ

て
い

る

。
こ

れ
ら

を

踏

ま
え

て
ま

と

め
る

と

十
念

、
つ

ま
り

在
心

・

在
縁

・

在
決

定
の

三

義
及

び
浄

土

に

往
生

し
た

い

と
願

う

思
い

と
信

心

の
獲

得
を

備

え

る
こ

と
が

曇

鸞
の

考

え
る

往
生

観
で

あ
り

、

そ
れ

ら

を
不

備
な

く

備
え

て
い

る

人

間
が

往
生

対

象
に

な

る
と

い
え

る

。 

 
 

問
曰

、

幾
時

名

爲
一

念
。

答

曰
、

百
一

生

滅

名
一

刹
那

。

六
十

刹

那
名

爲
一

念

。
此

中
云

念

者

不
取

此
時

節

也
。

但

言
憶

念
阿 

 
 

彌
陀

佛

若
總

相

、
若

別
相

随

所
観

縁
、

心

无

他
想

十
念

相

續
名

爲

十
念

。
但

稱

名
號

亦
復

如

是

。
２
９ 

に
あ

る
よ

う

に
、

第

七
問

答
は

第

六
問

答
で

示

し

た
十

念
の

時

の
概

念

に
つ

い
て

の

問
答

で
あ

る

。

ど
れ

ほ
ど

の

時
間

を

も
っ

て
一

念
と

数
え

る

の
か

に

つ
い

て
、

刹

那
生

滅
と

い

う

概
念

に
照

ら

し
十

念

と
い

う
「

時

」
に

つ
い

て

示

し
て

い
る

。

刹
那

生

滅
と

は
、

一
刹

那
と

い

う
非

常

に
短

い
時

間

の
中

に
も

生

滅

が
存

在
し

、

あ
ら

ゆ

る
生

物
は

こ

れ
を

繰
り

返

し

て
い

る
と

い

う
概

念

の
こ

と
で

あ
り

、
こ

こ

で
は

六

十
の

刹
那

で

一
念

を
表

現

す

る
こ

と
が

可

能
で

あ

る
。

し
か

し

、
曇

鸞
は

そ

う

い
っ

た
時

間

的
な

概

念
の

念
を

十
念

と
捉

え

ず
、

こ

こ
で

の
念

は

た
だ

阿
弥

陀

仏

を
憶

念
す

る

こ
と

で

あ
る

と
示

し

て
い

る
。

こ

こ

で
も

再
度

、

曇
鸞

は

浄
土

に
往

生
し

た
い

と

願
う

心

と
信

心
を

往

生
す

る
際

に

重

要
な

こ
と

で

あ
る

と

考
え

て
い

る

こ
と

が
伺

え

る

。
加

え
て

曇

鸞
は

心

に
阿

弥
陀

仏
の

総
相

か

別
相

を

思
い

浮
か

べ

る
こ

と
に

よ

っ

て
他

の
こ

と

を
思

い

浮
か

べ
る

気

持
ち

が
な

く

な

っ
た

状
態

が

継
続

さ

れ
る

こ
と

、
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つ
ま

り
憶

念

す
る

こ

と
及

び
名

号

を
称

名
す

る

こ

と
も

十
念

で

あ
る

と

結
論

づ
け

て

い
る

と
考

え

ら

れ
る

。
十

念

に
称

名

の
意

が
含

ま
れ

て
い

る

か
ど

う

か
に

つ
い

て

は
後

に
も

触

れ

る
予

定
だ

が

、
憶

念

す
る

こ
と

も

称
名

す
る

こ

と

も
十

念
で

あ

る
と

読

み
取

れ
る

よ
う

な
こ

こ

で
の

表

現
及

び
第

一

問
答

及
び

第

六

問
答

で
絶

え

ず
声

に

だ
し

て
南

無

阿
弥

陀
仏

と

称

名
念

仏
す

る

こ
と

で

浄
土

に
往

生
づ

る
こ

と

が
可

能

で
あ

る
と

示

さ
れ

て
い

る

と

こ
ろ

や
、

又

こ
の

第

七
問

答
の

「

名
号

を
称

す

る

も
ま

た
か

く

の
ご

と

し
」

の
部

分
か

ら
、

曇

鸞
の

十

念
往

生
に

は

憶
念

だ
け

で

は

な
く

称
名

念

仏
の

意

も
含

ま
れ

て

い
る

と
斟

酌

し

て
も

不
自

然

で
は

な

い
の

で
は

な
い

だ
ろ

う

か

。
加

え
て

、『
無

量
寿

経

』
第

十

八

願
「

設

我
得

仏

、
十

方

衆
生

、
至
心

信

楽
、
欲

生
我

国
、
乃

至
十

念

。
若

不

生
者

、

不
取

正
覚

。
唯

除

五
逆

、
誹

謗
正

法
。
」
と

説

か
れ

て
お

り
、
こ
こ

で

示
さ

れ

る
十

念
を

後

に
善

導
が

自
身

の
著

書

で
あ

る
『

往

生
礼

讃
』
で
「

若

我
成

仏 

十

方
衆

生 
称

我
名

号 

下
至

十
声 

若
不

生

者 

不
取

正

覚
」
３
０

と
示

し
た

。
こ
の

十

念
は

称
名

念

仏
を

す
る

こ
と

で

あ
る

こ

と
を

明
確

に

し
た

と
こ

ろ

も

踏
ま

え
る

と

、
曇

鸞

の
十

念
に

全

く
称

名
念

仏

の

意
が

含
ま

れ

て
い

な

い
と

は
言

い
切

れ
な

い

の
で

は

な
い

だ
ろ

う

か
。 

 
 

問
曰

、
心

若
他

縁

、
攝
之

令

還
可

知
念

之

多

少

。
但

知

多
少

、
復

非
无

間

。
若

凝

心
注

想

、
復
依

何
可

得
記

念

之
多

少

。
答
曰

、 

 
 

經
言

、

十
念

者

明
業

事
成

辨

耳
。

不
必

須

知

頭
數

也
。

如

言
蟪

蛄

不
識

春
秋

。

伊
虫

豈
知

朱

陽

之
節

乎
。

知

者
言

之

耳
。

十
念 

 
 

業
成

者

是
亦

通

神
者

言
之

耳
。
但

積
念

相

續

不
縁

他
事

便

罷
。
復
何

假

須
知

念
之

頭

數
也

。
若

必
須

知
亦

有

方
便

。
必

須

口
授

。 

 
 

不
得

題

之
筆

點

。
３
１ 

に
あ

る
よ

う

に
、

第

八
問

答
は

十

念
を

す
る

気

持

ち
が

離
れ

た

時
は

そ

の
心

を
し

ま

い
、

そ
の

念

の

数
を

知
る

べ

き
で

あ

る
が

、
念

の
数

を
知

る

と
念

仏

を
相

続
す

る

こ
と

に
は

な

ら

ず
、

心
を

込

め
て

気

持
ち

を
統

一

す
れ

ば
何

に

よ

っ
て

そ
の

数

を
知

る

こ
と

が
で
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き
る

の
か

と

い
う

問

い
で

あ
る

。

こ
れ

に
つ

い

て

曇
鸞

は
「

業

事
成

弁

を
明

か
す

の

み
」

と
蜩

の

例

え
を

交
え

て

説
明

し

て
い

る
。

つ
ま

り
蜩

は

夏
の

終

わ
り

の
短

い

間
し

か
生

き

ら

れ
ず

、
春

や

秋
を

知

ら
ず

に
死

ん

で
い

く
の

と

同

様
に

、
十

念

の
相

続

に
よ

っ
て

往
生

す
る

た

め
の

業

事
が

成
弁

す

る
こ

と
を

知

っ

て
い

る
の

は

そ
の

こ

と
に

つ
い

て

熟
知

し
て

い

る

仏
の

み
し

か

知
る

こ

と
が

で
き

な
い

と
述

べ

て
い

る

。
そ

し
て

、

最
後

に
た

だ

念

仏
以

外
の

一

切
を

消

し
て

念
仏

を

相
続

し
続

け

る

こ
と

が
で

き

れ
ば

往

生
の

業
も

自
然

と
備

わ

る
の

で

念
を

数
え

る

必
要

も
な

く

な

る
と

示
し

て

い
る

。 

 

第
二

節 

八

番
問

答

よ
り

参
酌

し

た
十

念
解

釈 

 

第

一
章

か

ら
順

番

に
十

念
の

概

念
に

つ
い

て

み

て
き

た
が

、

こ
こ

で

は
八

番
問

答

、
具

体
的

に

は

第
六

問
答

〜

第
八

問

答
を

中
心

と
し

た
十

念

に
つ

い

て
考

察
し

た

い
。

第
二

章

第

一
節

ま
で

に

示
し

た

通
り

、
十

念

と
い

う
往

生

行

は
主

に
下

品

の
た

め

の
往

生
行

で
あ

り
、

か

つ
九

品

が
修

め
る

べ

き
行

で
も

あ

る

。
第

六
問

答

で
は

五

逆
罪

や
謗

法

罪
と

い
っ

た

重

さ
は

臨
終

前

に
南

無

阿
弥

陀
仏

と
憶

念
す

る

重
さ

よ

り
も

重
い

た

め
、

往
生

が

で

き
な

い
と

称

の
例

を

用
い

て
説

明

さ
れ

て
い

る

が

、
往

生
が

可

能
に

な

る
人

は
ど

の
よ

う
な

人

な
の

か

。
こ

の
第

六

問
答

の
続

き

に

は
、

在
心

・

在
縁

・

在
決

定
の

三

義
の

重
さ

は

五

逆
や

十
悪

と

い
っ

た

罪
の

重
さ

よ
り

も
重

い

た
め

往

生
で

き
る

と

示
さ

れ
て

い

る

。
第

三
問

答
や

第

四
問

答
で

示

さ
れ

て

い
る

通
り

、
謗
法

罪
は

仏

の
教

え

を
謗

る
、

そ
も

そ
も

浄

土
に

往

生
し

た
い

と

願
っ

て
い

な

い

、
仏

願
力

に

頼
ろ

う

と
し

な
い

そ

の
心

が
良

く

な

い
た

め
に

往

生
が

で

き
な

い
よ

う
に

、
こ

の

第
六

問

答
で

も
十

念

と
い

う
重

さ

を

も
っ

て
し

て

も
敵

わ

な
い

ほ
ど

の

罪
の

重
さ

で

あ

る
こ

と
が

わ

か
る

。

曇
鸞

は
、

在
心

に
つ

い

て
造

罪

の
人

は
偽

り

の
想

い
に

囚

わ

れ
、

罪
を

造

っ
た

こ

と
に

対
し

、

十
念

の
者

は

善

知
識

が
方

便

に
よ

っ

て
実

相
の
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法
を

説
く

の

を
聞

く

こ
と

に
よ

っ

て
生

じ
た

も

の

で
あ

る
と

解

釈
し

て

い
る

。
在

縁

に
つ

い
て

は

造

罪
の

人
は

妄

想
の

心

に
と

ど
ま

り
、

煩
悩

の

報
い

を

う
け

た
衆

生

で
あ

る
か

ら

罪

が
生

じ
る

の

に
対

し

、
十

念
の

者

は
信

心
を

得

て

、
阿

弥
陀

仏

の
方

便

荘
厳

の
真

実
の

清
浄

さ

を
そ

な

え
た

無
量

の

功
徳

を
も

つ

名

号
に

よ
っ

て

生
じ

た

も
の

で
あ

る

と
解

釈
し

て

い

る
。

こ
の

阿

弥
陀

仏

の
方

便
荘

厳
の

真
実

の

清
浄

さ

を
そ

な
え

た

無
量

の
功

徳

を

も
つ

名
号

に

よ
っ

て

生
じ

る
も

の

が
十

念
で

あ

る

と
解

釈
す

る

こ
と

が

で
き

る
。

在
決

定
に

つ

い
て

は

、
造

罪
の

人

は
後

が
あ

る

と

い
う

心
持

ち

で
雑

念

を
交

え
た

う

え
で

生
じ

た

も

の
で

あ
る

の

に
対

し

、
十

念
の

者
は

後
が

な

い
と

い

う
想

い
で

、
他

想
間

雑

の
な

い
心

で
生

じ

た
の

で

あ
る

と
す

る
。
３
２

こ
れ

を

受
け

て
、
十

念

と
は

仏
の

姿
（

実

相
）

を
表

し

、
そ

の

実
相

が
そ

の

ま
ま

諸
法

に

通

じ
る

と
こ

ろ

が
あ

る

た
め

、
実

相

を
思

い
浮

か

べ

る
こ

と
つ

ま

り
憶

念

も
十

念
で

あ
る

と
解

釈

さ
れ

て

い
る

と
考

え

る
こ

と
が

で

き

る
。

第
七

問

答
で

は

、
十

念
を

す

る
際

に
ど

う

し

て
数

を
数

え

る
必

要

が
あ

る
の

か
、

十
念

が

数
で

決

ま
る

も
の

で

は
な

い
こ

と

を

示
し

て
い

る

。
第

六

問
答

で
の

称

の
例

で
示

さ

れ

た
罪

と
念

の

重
さ

、

十
念

を
す

る
際

に
は

三

義
が

必

須
で

あ
る

こ

と
に

加
え

て

、

曇
鸞

の
考

え

る
十

念

は
そ

の
念

の

数
を

表
し

て

い

る
の

で
は

な

く
、

心

か
ら

実
相

を
思

い
浮

か

べ
て

ひ

た
す

ら
に

念

を
相

続
す

る

こ

と
で

あ
る

と

読
み

取

る
こ

と
が

で

き
る

。
第

八

問

答
で

は
、

十

念
を

す

る
気

持
ち

が
な

く
な

っ

た
際

つ

ま
り

心
に

実

相
を

思
い

浮

か

べ
る

こ
と

が

で
き

な

く
な

っ
た

際

の
対

処
に

つ

い

て
、

他
に

考

え
て

い

る
こ

と
を

一
度

お
い

て

、
念

の

数
を

知
る

べ

き
で

あ
る

と

示

さ
れ

て
い

る

。
し

か

し
、

第
七

問

答
で

も
示

さ

れ

て
い

る
よ

う

に
、

念

の
数

や
そ

の
長

短
は

重

要
視

し

て
お

ら
ず

、

で
は

何
の

た

め

に
他

の
こ

と

を
思

い

浮
か

べ
る

こ

と
を

我
慢

し

て

ま
で

念
の

数

を
知

る

必
要

が
あ

っ
た

の
だ

ろ

う
か

。

第
八

問
答

の

業
事

成
弁

に

つ

い
て

『
観

無

量
寿

経

』
に

十
念

は

そ
の

業
が

成

就

し
た

こ
と

を

指
し

、

そ
の

数
を

知
る

こ
と

を

意
図

し

て
い

る
わ

け

で
は

な
い

と

定

義
さ

れ
て

お

り
、

十

念
業

成
で

は

、
十

念
と

い

う

業
の

成
就

は

、
私

達

自
身

で
は
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知
る

こ
と

が

で
き

ず

、
そ

の
こ

と

を
知

る
こ

と

が

で
き

る
の

は

当
然

仏

で
あ

る
た

め

、
私

達
は

念

の

数
を

知
る

必

要
は

な

く
、

ひ
た

す
ら

念
を

積

み
、

相

続
し

て
他

の

こ
と

を
考

え

る

隙
を

な
く

す

こ
と

が

で
き

れ
ば

自

然
と

そ
の

往

生

の
業

が
成

就

す
る

と

示
さ

れ
て

い
る

。
第

七

問
答

で

の
念

の
数

を

知
る

必
要

が

な

い
と

い
う

真

意
は

、

自
身

が
そ

の

こ
と

を
知

っ

た

と
こ

ろ
で

往

生
の

業

が
成

就
し

た
か

否
か

を

知
る

こ

と
は

で
き

な

い
為

に
、

知

る

必
要

が
な

い

と
い

う

こ
と

で
あ

っ

た
。

第
八

問

答

で
念

の
数

を

知
る

べ

き
だ

と
示

し
た

の
は

そ

の
数

を

私
達

が
知

る

必
要

性
が

な

い

こ
と

を
説

く

た
め

で

あ
っ

た
と

考

え
ら

れ
る

。

以

上
が

、
第

六

問
答

〜

第
八

問
答

で
の

十
念

解

釈
で

あ

っ
た

が
、

こ

こ
か

ら
は

前

章

で
も

少
し

触

れ
た

よ

う
に

第
七

問

答
の

最
後

、
「

心
无

他
想

十

念
相

續

名
爲

十
念

。

但
稱

名
號

亦

復
如

是
。
」
の
解

釈

に
つ

い
て

、
十
念

に
は

称
名

念

仏
の

意

が
含

有
さ

れ

て
い

る
の

か

否

か
を

考
察

し

た
い

。
そ
れ

に

即

し
て

五
念

門

の
讃

嘆

門
を

再
度

み

た
い

。
讃

嘆
門

は
「
云

何

讃
嘆

、
口

業
讃

嘆

。
讃

者

讃
揚

也

。
嘆
者

歌
嘆

也

。
讃
嘆

、
非

口
不

宣
。

故
曰

口
業

也
。
稱

彼
如

來

名
、
如

彼

如
來

光

明
智

相
、
如
彼

名
義

、
欲

如

實
修

行
相

應

故
。
」
３
３

に

示
さ

れ
る

よ
う

に

口
業

こ

そ
が

讃

嘆
門

で
あ

り

、
阿

彌

陀
如

来
の

名

を
称

す
る

こ

と

つ
ま

り
称

名

を
も

っ

て
光

明
の

智

慧
の

相
の

よ

う

に
、

そ
の

仏

の
名

の

よ
う

に
如

実
修

行
を

し

て
決

定

の
信

を
得

る

こ
と

を
目

的

と

し
て

い
る

行

で
あ

る

。
こ

こ
で

は

、
口

業
と

述

べ

て
い

る
こ

と

や
阿

弥

陀
仏

の
名

を
称

す
る

こ

と
と

明

確
に

示
さ

れ

て
い

る
の

で

称

名
の

行
で

あ

る
と

捉

え
る

こ
と

が

で
き

る
。

こ

こ

か
ら

少
な

く

と
も

曇

鸞
が

考
え

る
往

生
の

一

つ
に

称

名
が

含
ま

れ

て
い

る
こ

と

が

伺
え

る
。

第

一
章

で

も
触

れ
た

よ

う
に

、
五

念

門

を
実

践
す

る

対
象

は

明
記

は
さ

れ
て

い
な

い

が
、

石

川
氏

は
『

往

生
論

註
』

巻

下

の
入

第
一

義

諦
に

即

し
て

、
上

品

生
に

お
い

て

は

五
念

門
の

実

践
が

求

め
ら

れ
る

と
述

べ
て

い

る
。

私

も
そ

の
よ

う

に
考

え
て

お

り

、
石

川
氏

は

合
わ

せ

て
「

無
生

で

あ
り

、
な

お

か

つ
法

性
に

随

順
し

て

い
る

こ
と

は
、
曇

鸞
の

教

理
理

解
に

お

い
て

重
要

な

要
素

で

あ
る

。
」
と

も
述

べ
て

い

る

。
こ

こ
か

ら

も
や

は
り

五
念

門
を

中

心
に

曇

鸞
の

往
生
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観
が

形
成

さ

れ
て

い

っ
た

と
考

え

ら
れ

る
。

こ

の

こ
と

を
踏

ま

え
る

と

、
十

念
に

も

称
名

の
意

が

含

ま
れ

て
い

る

可
能

性

が
あ

る
の

で
は

な
い

だ

ろ
う

か

。
石

川
氏

は
、
『

大
無

量
寿

経
』

所
説

の

第
十

八

願
文

を
挙

げ
、
「

そ
の

阿
弥

陀
仏

の
願

力

に
よ

り

、
十

念
の

念

仏
に

よ
っ

て

往
生

す

る
こ

と
が

で

き
る

と
す

る

。

こ
こ

で
の

十

念
と

は

憶
念

を
意

味

す
る

も
の

で

あ

る
が

、
曇

鸞

は
そ

の

憶
念

を
称

名
と

不
可

分

な
行

法

で
あ

る
と

捉

え
て

い
る

。

少

な
く

と
も

そ

こ
に

称

名
を

以
て

易

行
道

の
行

相

と

し
て

い
る

点

に
共

通

点
を

み
る

こ
と

が
で

き

る
。
」
３
４

と
述
べ

て

い
る

。
私

も

、
第

十

八
願

で
示

さ

れ
る

十

念
と

は
、
十

回
念

仏
す

る

と

い
う

よ
う

な

回
数

の

概
念

で

は
な

く
、

心

や
頭

の

中
で

阿
弥

陀

仏
を

思
い

浮

か

べ
、

念
仏

を

称
え

る

憶
念

で
あ

る

と
同

時
に

、

そ

れ
と

同
等

で

あ
る

と

第
七

問
答

で
示

さ
れ

て

い
る

た

め

、
十

念
に

は

憶
念

と

称
名

念
仏

の
二

つ

の
意

味

が
存

在
し

て

い
る

と
考

え

る

。
し
か

し

、
十
念

解
釈

に

は
様

々

な
解

釈
が

あ

り
、

そ

も
そ

も
殿

内

氏
は

「
曇

鸞

が

五
念

門
自

体

に
称

名

憶
念

に
重

な

る
往

生
行

と

し

て
の

意
味

を

見
出

し

て
い

た
と

は
考

え
に

く

い
。
」
３
５

と
述
べ

、
五
念

門
の

讃

嘆
門

と

十
念

に
つ

い

て
は

何

ら
関

係
性

は

な
く

、
そ

れ

ぞ

れ
独

立
し

た

も
の

で

あ
り

、

加
え

て
十

念

に
は

称

名
念

仏
の

意

は
な

い
と

解

釈

し
て

い
る

。

確
か

に

五
念

門
と

十

念
は

役
割

も

異

な
り

、
各

自

修
め

る

べ
き

対
象

も
異

な
っ

て

い
る

が

、
実

際
に

十

念
に

関
し

て

は

上
品

・
下

品

関
係

な

く
一

切
衆

生

が
修

め
る

べ

き

行
と

示
さ

れ

て
お

り

、
そ

れ
ぞ

れ
独

立
し

た

も
の

と

は
言

い
難

い

部
分

も
あ

る

と

私
は

考
え

る

。
五

念

門
と

十
念

を

不
可

分
な

関

係

と
捉

え
る

立

場
か

、

そ
れ

と
も

独
立

し
た

行

で
あ

る

と
い

う
立

場

を
と

る
の

か

で

も
十

念
解

釈

に
大

き

な
影

響
を

与

え
る

と
い

え

る

。 

 

又

、
第

七

問
答

に

示
さ

れ
て

い

た
よ

う
に

、

憶

念
と

十
念

の

関
係

は

易
行

道
が

関

係
し

て
い

る

と

考
え

ら
れ

る

。
曇

鸞

の
難

易
二

道
は
、
龍

樹
の
『
十

住
毘

婆

沙
論

』
「
易

行

品
」
の

説
示

に
基

づ

い
て

、
阿

弥
陀

仏

の
本

願
力

に

よ
る

往
生

行
を

易

行
道

、
自

力
に

よ

る
往

生
行

を

難
行

道

と
示

さ
れ

る
。
『

往
生

論
註

』
巻

上
に

は

次
の

よ

う
に

示
さ

れ

て
い

る
。 
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謹
案

龍

樹
菩

薩

十
住

毘
婆

沙

、
云

菩
薩

、

求

阿
毘

跋
致

有

二
種

道

。
一

者
難

行

道
、

二
者

易

行

道
。

難
行

道

者
、

謂

於
五

濁
之 

 
 

世
於

无

佛
時

求

阿
毘

跋
致

。

爲
難

此
難

乃

有

多
途

。
粗

言

五
三

、

以
示

義
意

。

一
者

外
道

善

乱

菩
薩

法
。

二

者
聲

聞

自
利

障
大 

 
 

慈
悲

。

三
者

无

願
惡

人
破

他

勝
徳

。
四

者

顛

倒
善

果
能

壊

梵
行

。

五
者

唯
是

自

力
无

他
力

持

。

如
斯

等
事

、

觸
目

皆

是
。

譬
如 

 
 

陸
路

歩

行
則

苦

。
易

行
道

者

、
謂

但
以

信

佛

因
縁

願
生

淨

土
。

乘

佛
願

力
、

便

得
往

生
彼

清

淨

土
。

佛
力

住

持
、

即

入
大

乘
正 

 
 

定
之

聚

。
正

定

即
是

阿
毘

跋

致
。

譬
如

水

路

乘
船

則
樂

。

是
无

量

壽
經

優
波

提

舎
、

蓋
上

之

極

致
、

不
退

之

風
航

者

也
。
３
６ 

こ
こ

に
繰

り

返
し

示

さ
れ

て
い

る

阿
毘

跋
致

と

は

、
菩

薩
が

仏
道

修

行
を

行
う

と

戻
れ

な

い
、
つ

ま

り

不
退

転
に

入

る
こ

と

を
指

す
。 

特
に

易
行

道

は

、
菩

薩
の

道

を
歩

む
こ

と

が
難

し

い
人

々
に

向

け
て

の

行
で

あ
り

、『
往

生
論

註

』
巻

上
の

冒
頭

で

示
し

て

い
る

と
こ

ろ
は

、
上

品

に
む

け

た
五

念
門

と

は
別

の
往

生

行

と
し

て
、

つ

ま
り

、

十
念

を
行

う

下
品

の
人

々

向

け
に

示
さ

れ

て
い

る

と
十

分
に

言
え

る
。 

   

結
論 

 

第

一
章

で

、
五

念

門
の

そ
れ

ぞ

れ
の

役
割

及

び

十
念

の
定

義

に
つ

い

て
論

じ
、

第

二
章

で
『

往

生

論
註

』
の

八

番
問

答

を
参

照
し

な
が

ら
五

念

門
に

つ

い
て

は
よ

り

深
く

讃
嘆

門

を

中
心

に
、

罪

の
種

類

に
よ

っ
て

の

往
生

可
否

対

象

を
、

又
十

念

に
つ

い

て
は

『
大

無
量

寿
経

』

第
十

八

願
と

第
六

問

答
〜

第
八

問

答

を
参

照
し

、

十
念

の

真
意

及
び

そ

の
行

を
修

め

る

べ
き

対
象

や

、
難

易

二
道

に
つ
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い
て

論
じ

て

き
た

。
最
初

の

問
題

点
で

あ

っ
た

、
五
念

門
と

十

念
の

ど

ち
ら

の
行

が

重
要

視
さ

れ

て

い
る

の
か

に

つ
い

て

は
、『
往

生

論
註

』
に
明

確

な
記

載
は

な

く

、
ど

ち
ら

の

行
を

曇

鸞
が

重
要

視

し
て

い

た
の

か
断

定

す
る

に
至

ら

な

か
っ

た

。
だ

が
、『

往
生

論

註
』

に
即

し
て

言

え
ば

、

十
念

よ
り

も

五
念

門
の

ほ

う

が
詳

細
に

記

さ
れ

て

お
り

、
本

願

力
が

五
念

門

に

あ
る

と
こ

ろ

か
ら

私

は
五

念
門

と
い

う
行

を

ベ
ー

ス

と
し

て
曇

鸞

は
展

開
し

て

い

っ
た

の
で

は

な
い

か

と
考

え
る

。

今
は

五
念

門

を

修
め

る
こ

と

が
で

き

な
い

凡
夫

も
、

や
が

て

は
五

念

門
を

修
め

る

こ
と

が
で

き

る

よ
う

に
な

っ

て
ほ

し

い
と

い
う

願

い
が

含
ま

れ

て

い
る

の
で

は

な
い

だ

ろ
う

か
。

往
生

を
す

る

際
に

、

五
念

門
も

十

念
も

ど
ち

ら

も

必
要

不
可

欠

な
行

と

し
て

示
さ

れ

て
お

り
、

十

念

は
上

品
・

下

品
関

係

な
く

修
め

る
べ

き
行

で

、
そ

の

十
念

と
い

う

行
は

憶
念

だ

け

な
の

か
そ

れ

と
も

憶

念
と

称
名

念

仏
の

意
が

含

有

さ
れ

て
い

る

の
か

が

次
の

問
題

点
で

あ
っ

た

。
こ
の

問
題

点

も
先

行

研
究

者
の

中

で
意

見
が

割

れ
て

お

り
、『
往

生

論
註

』
に
も

明

記

さ
れ

て
い

な

か
っ

た

。
つ

ま

り
、

『
往

生
論

註

』
の

解

釈
次

第
に

は

な
る

が
、

主

に

第
七

問
答

の

最
後

の

「
心

に
他

相

な
く

し
て

十

念

相
続

す
る

を

な
づ

け

て
十

念
と

す
。

た
だ

名

号
を

称

す
る

も
ま

た

ま
た

か
く

の

ご

と
し

」
の

解

釈
で

意

見
が

割
れ

て

い
る

。
完

全

に

称
名

念
仏

と

憶
念

で

切
り

離
す

べ
き

で
あ

る

と
い

う

意
見

や
、

曇

鸞
は

意
図

し

て

い
な

い
と

推

測
さ

れ

る
が

称
名

念

仏
と

憶
念

を

全

く
切

り
離

し

て
考

え

る
の

は
難

し
い

と
い

う

意
見

も

あ
っ

た
。

私

は
こ

れ
ら

の

意

見
も

踏
ま

え

た
上

で

、
曇

鸞
の

十

念
に

は
憶

念

を

ベ
ー

ス
に

称

名
念

仏

の
意

も
含

ま
れ

て
い

る

と
考

え

る
。

第
七

問

答
の

解
釈

で

の

「
ま

た
ま

た

か
く

の

ご
と

し
」

が

名
号

を
称

す

る

、
つ

ま
り

称

名
念

仏

を
指

す
と

理
解

し
た

の

と
、

後

に
善

導
が

十

念
を

称
名

念

仏

と
示

し
て

い

る
と

こ

ろ
か

ら
称

名

念
仏

を
ベ

ー

ス

に
曇

鸞
が

十

念
を

考

え
て

い
た

訳
で

は
な

い

も
の

の

、
称

名
念

仏

の
意

も
汲

み

取

れ
る

よ
う

に

明
記

し

て
い

な
い

と

推
測

で
き

た

の

が
主

な
理

由

で
あ

る

。
曇

鸞
の

往
生

観
に

つ

い
て

非

常
に

多
く

の

見
解

が
あ

り

、

そ
れ

は
つ

ま

り
『

往

生
論

註
』

の

解
釈

が
そ

れ

だ

け
多

種
多

様

で
あ

り

、
難

解
で
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あ
る

と
い

う

こ
と

が

わ
か

る
。 

 

 

１

『
浄

真
全

』

四
百

三

十
五

頁 

２

『
浄

真
全

』

二
十

五

頁 

３

『
浄

真
全

』

四
百

三

十
五

頁 

４

『
浄

真
全

』

四
百

五

十
二

頁―

四

百
五

十
三

頁 

５ 

＝

身
業 

６

『
浄

真
全

』

四
百

五

十
三

頁―

四

百
五

十
四

頁 

７ 

＝

口
業 

８

『
浄

真
全

』

四
百

五

十
一

頁 

９

『
浄

真
全

』

四
百

五

十
四

頁 

１
０ 

＝

意
業 

１
１

『
浄

真
全

』

四
百

八

十
一

頁 

１
２ 

＝

方
便

智
業 

１
３

『
浄

真
全

』

五
百

六

頁 

１
４ 

真

名
子

晃
征

「
『

往

生
論

註
』

に

お
け

る
五

念

門

と
十

念
」 

１
５

『
浄

真
全

』

五
百

二

十
八

頁 

１
６

『
浄

真
全

』

九
十

七

頁 

１
７

『
浄

真
全

』

五
百

十

九
頁 

１
８ 

殿

内
恒

「
曇

鸞

に
お

け
る

浄

土
往

生

の
行

と
機

」
百

五
十

一

頁―
百

五
十

二
頁 

１
９ 

殿

内
恒

「
曇

鸞

に
お

け
る

浄

土
往

生

の
行

と
機

」
百

五
十

七

頁 

２
０ 

石

川
琢

道
『

曇

鸞
浄

土
教

形

成
論

』

百
六

十
二

頁―

百
六

十

三
頁 
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２
１ 

石

川
琢

道
『

曇

鸞
浄

土
教

形

成
論

』

百
六

十
三

頁―

百
六

十

六
頁 

２
２

『
浄

真
全

』

四
百

八

十
一

頁―

四

百
八

十
二

頁 

２
３

『
浄

真
全

』

九
十

七

頁 

２
４

『
浄

真
全

』

四
百

八

十
三

頁 

２
５

『
浄

真
全

』

四
百

八

十
三

頁 

２
６

『
浄

真
全

』

四
百

八

十
三

頁―

四

百
八

十
四

頁 

２
７

『
浄

真
全

』

四
百

八

十
四

頁 

２
８

『
浄

真
全

』

四
百

八

十
四

頁―

四

百
八

十
五

頁 

２
９

『
浄

真
全

』

四
百

八

十
五

頁 

３
０

『
浄

真
全

』

九
百

五

十
八

頁 

３
１

『
浄

真
全

』

四
百

八

十
五

頁―
四

百
八

十
六

頁 

３
２

『
浄

土
宗

大

辞
典

』

二
百

四
十

七

頁 

３
３

『
浄

真
全

』

四
百

五

十
三

頁 

３
４ 

石

川
琢

道
『

曇

鸞
浄

土
教

形

成
論

』

百
八

十
八

頁 

３
５ 

殿

内
恒

「
曇

鸞

に
お

け
る

浄

土
往

生

の
行

と
機

」
百

五
十

八

頁 

３
６

『
浄

真
全

』

四
百

四

十
九

頁 

  

書

籍 

 
 

 

 
 

石
川

琢

道
『

曇

鸞
浄

土
教

形

成
論

』
法

藏

館

、
二

〇
〇

九

年 

 
 

武
田

龍

精
編

『

曇
鸞

浄
土

教

思
想

の
研

究

』

永
田

文
昌

堂

、
二

〇

〇
八

年 

 
 

論
註

研

究
会

編

『
曇

鸞
の

世

界
︰

往
生

論

註

の
基

礎
的

研

究
』
、
一

九
九

六

年 

  

論

文 
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尾
畑

文

正
「

曇

鸞
の

『
浄

土

論
』

解
釈

の

視

点
」
『
真

宗
研

究

︰
真

宗
研

究

学
会

研

究
紀

要
』
（

五
十

四
）
、
二

〇

一
〇

年 

 
 

経
隆

優

「
本

願

に
お

け
る

唯

除―

曇
鸞

に

お

け
る

謗
法

の

問
題―

」
『
大

谷

学
報

』

第
五

十
九

巻
、

一
九

七

九
年 

 
 

殿
内

恒

「
曇

鸞

に
お

け
る

浄

土
往

生
の

行

と

機
」
『
曇

鸞
浄

土

教
思

想
の

研

究
』

永

田
文

昌
堂

、
二

〇
〇

八

年 

 
 

殿
内

恒

「
真

宗

相
承

に
み

る

五
念

門
の

意

義

」
『

真
宗

研
究

︰

真
宗

研
究

学

会
研

究

紀
要
』
（

四

十
八

）
、

二
〇

〇

四
年 

 
 

中
平

了

悟
「
『
往

生
論

註

』
の

十

念
に

つ
い

て
」
『
印

度
学

仏

教
学

研
究

』

第
五

十

一
巻

（
一

）
、
二

〇
〇

二

年 

 
 

普
賢

保

之
「

親

鸞
に

お
け

る

八
番

問
答

の

受

容
」
『
印

度
学

仏

教
学

研
究

』

第
四

十

一
巻

（
一

）
、
一

九
九

二

年 

 
 

普
賢

保

之
「

曇

鸞
に

お
け

る

八
番

問
答

の

意

義
」
『
曇

鸞
の

世

界
︰

往
生

論

註
の

基

礎
的

研
究

』
、
一

九
九

六

年 

 
 

真
名

子

晃
征

「
『

往
生

論

註
』

に

お
け

る
五

念
門

と
十

念
」
『

親
鸞

と
人

間

︰
光

華

会
宗

教
研

究
論

集
』

第

四
巻

、

二
〇

一
三

年 




